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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

水はタンパク質の構造を安定化するだけでなく、ダイナミクスにも重要な役割を果たしている。そのた

め、タンパク質の機能発現機構を理解するためには、水和水のゆらぎを理解することが重要である。水和

水のゆらぎは、タンパク質のトポロジーや隣接する側鎖の疎水・親水性等、周囲の環境に影響を受け、自

由水から大きく変化すると考えられる。そこで、タンパク質が存在することで生じる環境の変化によって

水和水のゆらぎがどのように変化するのか、特に水和水のスペクトルを明らかにすることを目的として本

研究を実施した。	
 

本年度は、昨年度に引き続き、テラヘルツ時間領域分光測定システムの構築を行った。差分検出を行う

ための検出回路を製作した。キャビティダンパーで繰返周波数を変化させながら、フォトディテクタから

の信号をオシロスコープで確認した。その結果、40 kHz以下の繰返周波数であれば測定が可能であること
が分かった。また、水和させたタンパク質粉末のテラヘルツスペクトルから水和水のスペクトルを抽出す

ることを試みた。異なる水和量のタンパク質粉末におけるテラヘルツスペクトルの比較から、タンパク質

に強く結合した水分子は、自由水で観測されるような20 GHzの緩和モードを持たないこと、水素結合に関
係した高振動数領域の振動モードを示すことなどが明らかになった。今後、タンパク質水溶液のテラヘル

ツスペクトルとの比較を行うことで、水和水が持つ緩和モードの抽出を試みる予定である。	
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